
福岡市民防災センター見学
HP:https://www.city.fukuoka.lg.jp/syobo/bousai_suishin/bousaicenter/centerinfo.html
訪問日:令和８年8月8日（土）12:30～13:30
訪問先:福岡市民防災センター（消防局 予防部 防災センター）

〒814-0001 福岡市早良区百道浜１丁目３-３
TEL:092-847-5990 FAX:092-847-5970
Mail:bosai.119@city.fukuoka.lg.jp

訪問者:井上
1．福岡市民防災センターについて
・開設時期は不明であるが、比較的古い施設
・基本的には体験型中心の展示
・防災の知識に関しては、館内のパンフレットおよび
ホームページで公開

・その他【防災体験コース】や【防災体験＋講習コース】
で、災害時に命を守る行動や日頃の備えについて個人
や団体が学ぶことができる

R8/8/10
平芝自治区 井上
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2．防災センター施設概要
防災センター外観

2005年福岡地震の記録 エントランスとVR体験室（右） 非常持出し品（左）と非常備蓄品（右）

＜1F＞

姉妹都市の消防服

火災体験車からの脱出体験（左）
と建物からの脱出体験（右）

消火体験地震・強風体験
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防災レシピ展示 消防防災ヘリ「あかとんぼ号」展示

3．防災知識の紹介
・展示物だけでは説明しきれない防災知識については、展示場内パンフレットおよびHPにて詳しく
説明している

1）パンフレット内容
・パンフレットにおいては、他の防災センターではあまり説明していない正常性バイアスの説明を
行っている

・以下のパンフレットのQRコードのアクセス先ではInstagram動画で説明

2）HP内容（現役消防士による動画と分かりやすい解説でポイントを紹介）
・福岡市民防災センターオンライン来館として、以下の防災情報を公開
1 煙のこわさとその対処法
煙に巻き込まれないためのたった２つのポイントを，現役消防士が映像付きで説明
https://www.city.fukuoka.lg.jp/syobo/bousai_suishin/bousaicenter/kasai_online.html
・火災の死因第1位は「一酸化炭素中毒」
・煙は、「立ったら見えない」「しゃがめば見える」
・「姿勢を低く」「ハンカチで煙を吸わないように」は基本
・「煙をブロック」「煙を外に逃がす」がポイント

2 消火器の使い方
消火器の使い方と天ぷら鍋での消火について，実際に火をつけて消火器の効果を映像で説明
https://www.city.fukuoka.lg.jp/syobo/bousai_suishin/bousaicenter/shokaki_online.html
・ポイントは3つ「ピン抜く」「構える」「押す」
・消火器を使う前に「119番通報」「避難誘導」「初期消火」を同時に行うことが大事
・一人でやるのは大変なので「周りの人に大声で『火事だ!!』と危険を知らせる」
・万が一のために消火器の「準備」と「場所を確認」「使って消せる火の大きさを知っておく」

3 地震体験
地震対策について，現役消防士が動画で熱く語っている
https://www.city.fukuoka.lg.jp/syobo/bousai_suishin/bousaicenter/jisin_online.html
・今やるべきこと「家具固定・転倒防止」「避難生活準備」「感震ブレーカーの設置」
・地震が起きた後、「ガスの元栓を閉める」「電気のブレーカーを切る」
・【知っているだけになってないですか?】【大事なのは、行動しているかどうかです。】

4 大雨・風水害対策
https://www.city.fukuoka.lg.jp/syobo/bousai_suishin/bousaicenter/fuusuigai.html
・「福岡市総合ハザードマップ」で自宅周辺の災害リスクについて知る
・「避難の選択肢（方法）」を決める
・避難生活に必要なものを備えておく
・「災害情報」を簡単に入手できるよう準備・登録をしておく
＜災害当日やるべきこと＞
・「情報収集」「行動に移す」



（3/3）4．見学後所感
・今回の訪問は時間が短かったこともあり、VRシアターをはじめとした体験はできなかったが、
体験コーナーは充実していると感じた

・展示物は、「福岡地震（2005年）」「姉妹都市消防服」「非常持出し品・非常備蓄品」（1F）
および「消防防災ヘリコプター赤とんぼ号」「防災レシピ」

・体験コーナーや館内展示だけでは説明しきれない防災知識については、パンフレットおよび
ホームページ「福岡市民防災センターオンライン来館」で、現役消防士による動画や画像を
用いて丁寧に分かりやすく説明しており、一見の価値があると感じた

・パンフレットの中に「バイアス」を説明したものがあるが、2005年3月に発生したM7.0、
震度6弱という大地震からすでに20年経過しているため、改めて市民の注意喚起を促すものか?

以上
＜参考＞福岡市における過去の地震

震源地・その他規模災害発生年月日
M6.0、M5.8糸島地震1989年8月
M5.1博多湾付近の地震1929年8月
M5.0雷山付近の地震1930年2月

震源地:福岡市中心部の北西
約30km付近、深さ９km
福岡市および糸島半島付近で
は有史以来最大の地震

M7.0
震度6弱（福岡市東区・中央区）

福岡県西方沖地震
（本震）

2005年3月20日
午前10時53分頃

M5.8
震度5強

福岡県西方沖地震
（最大予震）

2005年4月20日
午前6時11分頃
地震詳細は https://www.city.fukuoka.lg.jp/bousai/seihouoki20/tokusetsuarchive.html

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/768120_62470408_misc.pdf 参照








